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１. 調査の概要 

（1）調査の目的 
本アンケート調査は、第６次寄居町総合振興計画基本構想の⽬標を達成するための取り組

みを定めた前期５年間の計画である「前期基本計画」が来年度で終期を迎えることから、そ

れを引き継ぐ５年計画である「後期基本計画」の策定の準備のため、中学３年⽣にとっての

寄居町の評価や将来のまちのイメージなどを把握することを⽬的に実施した。 

（2）調査方法 
調 査 対 象・・・町内の中学 3 年⽣全員 

調 査 ⽅ 法・・・各学校配布・各学校回収 

調 査 期 間・・・令和 2 年 9 ⽉ 15 ⽇〜９⽉ 30 ⽇ 

調 査 票・・・本報告書の巻末を参照 

（3）回収状況 
標 本 数・・・244 件 

有効回収数・・・232 票 

有効回収率・・・95.1％ 

※参考︓平成 27 年度調査の回収状況 

有効回収率   平成 27 年度調査︓95.2％ 

（4）本調査を⾏うにあたって  
調査結果の数値は、原則としてパーセンテージ（％）で表記した。％値の⺟数は、原則

としてその質問に対する回答者数（回答すべき人の数）であり、図表では「ｎ＝○」と

表示している。 

回答の⽐率（％）は、⼩数点以下第 2 位を四捨五⼊し、第 1 位までを表示している。

またスコア化した数値では、⼩数点以下第 3 位を四捨五⼊し、第 2 位までを表示して

いる。よって、⽐率の合計は必ずしも 100.0%ではない場合がある。 

過年度との⽐較については、平成 22 年度が調査未実施のため、平成 27 年度調査との

⽐較のみとなっている。  
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２. 調査結果 

（1）回答者の属性について 
本調査に回答いただいた町⺠(中学 3 年⽣)の属性を示す。 

問 1 あなたご⾃身のことについて、当てはまる番号に〇をつけてください。 

① あなたの性別をお知らせください。（○印は１つだけ） 

選択肢 件数 ⽐率 

１．男性 115  49.6% 

２．⼥性 112  48.3% 

３．その他 2  0.9% 

無回答 3  1.3% 

計 232  100.0% 

 

 

 

 

 

 

② あなたは寄居町のどの地区にお住まいですか。（○印は１つだけ） 

選択肢 件数 ⽐率 

１．市街地 24  10.3% 

２．⻄部 14  6.0% 

３．桜沢 33  14.2% 

４．折原 14  6.0% 

５．鉢形 35  15.1% 

６．男衾 73  31.5% 

７．用土 33  14.2% 

無回答 6  2.6% 

計 232  100.0% 

 

 

 

 

  

（n=232）

男性

49.6%
女性

48.3%

その他

0.9%

無回答

1.3%

（n=232）

市街地

10.3%
西部

6.0%

桜沢

14.2%

折原

6.0%

鉢形

15.1%

男衾

31.5%

用土

14.2%

無回答

2.6%
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（2）寄居町の好きなところ、よくないところ 

問２ あなたは寄居町のどんなところが好きですか。ひとつだけ具体的に教えてください。
（思いつかない場合は「なし」と書いてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

好きなところ 件数  好きなところ 件数 

⾃然が豊か 68   ゴミがない 2  

みどりが沢山ある 20   ⾃然と触れ合える 2  

水天宮、水天宮祭 13   高い建物がない 2  

良い人がたくさんいる、みんなやさしい、人
がおもしろい、笑顔であいさつ 

13  
 お⾦の補償 2  
 ラグビーが強い 2  

空気がきれい、空気がおいしい 9   きれい 2  

祭りが多い、北條祭り、伝統⾏事 9   都会過ぎず田舎すぎない 2  

⽇本水（やまとみず） 8   田舎がよい 2  

教育に⼒をいれている、より・E 塾、英検無料 7   寄居商店街 1  

地域仲が良い、人との繋がり、近所が親切 7   スポーツ選手の輩出 1  

のんびりできる、のどか 5   玉淀高原 1  

災害が少ない、地震が起きにくい 5   ゴミ出しが楽 1  

川がある、荒川 4   道が広い 1  

風布のみかん 4   酸性⾬があまり降らない 1  

静か、居⼼地が良い、落ち着く 3   町の⾏事 1  

川の博物館（水⾞） 3   淀川ダム 1  

住みやすい 3   電⾞が沢山通る 1  

給食おいしい 3   ベルクがある 1  

山がある 3   駅前ロータリーが広い 1  

鉢形城 2   アグリン館の壁の絵 1  

ベイシア 2   土地が広い 1  

空、星がきれい 2   公園が多い 1  

動物がたくさんいる、⽣き物がたくさんいる 2   人が集まる 1  

男衾⾃然公園 2   特になし 46  
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問３ あなたは寄居町のどんなところがよくないと思いますか。具体的に教えてください。
（思いつかない場合は「なし」と書いてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

よくないところ 件数  よくないところ 件数 

お店が少ない、商店街がさびしい、コンビニ
が少ない 

24  
 川の安全、規制、汚れ 2  
 ポケモン GO でポケモン少ない 2  

ごみが落ちている、ポイ捨て 18   不思議な人がたくさんいる、 
ガラが悪い 

2  
遊ぶ場所がない 13   

交通の便が悪い、電⾞の本数が少ない 12   何もないところ 1  

本屋がない 8   コミュニティバスがない 1  

道が狭い、整備されてない 7   空き家が汚い 1  

夜暗い、街灯が少ない 6   保育園が少ない 1  

過疎化、人口減少、少子高齢化 6   ⾃然を⼤切に 1  

交通安全、曲がり⾓(⾒えない・玉淀駅近く) 6   ロータリー 1  

駅周辺がさみしい（元ライフ、交番ある⽅） 6   草しかない 1  

観光スポット、名所がない 5   鉢形城歴史館にトイレ少ない 1  

田舎なところ 4   土砂崩れが⼼配 1  

公園がない、公園が少ない 3   給食冷たい 1  

⼤きなデパート、アウトレットがない 3   古い建物が多い 1  

野⽣動物が危険 3   区費の使い道 1  

施設が少ない、施設の充実願う 3   スポーツ系の仕事が少ない 1  

不審者多い 3   寄居駅の整備 1  

⾃然があるのにうまく使っていない 2   畑砂がとんでくる 1  

映画館が無い 2   ⼤きい建物ない 1  

池の釣り禁止 2   特になし 87  
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（3）将来について 

問４ あなたは将来どんな職業に就きたいですか。具体的に教えてください。〇〇〇〇〇〇
（思いつかない場合は「なし」と書いてください） 

 

 

 

 

 

 

  

就きたい職業 件数 就きたい職業 件数 就きたい職業 件数 

美容師 8 工業 1 柔道整復師 1  

看護士、助産師 7 薬剤師 1 食品関係 1  

教師、先⽣ 7 ウェディングプランナー 1 植物育てる 1  

スポーツ関係 7 建築士 1 ⼼理カウンセラー 1  

公務員 6 トップラガーマン(プロ) 1 スタントマン 1  

医療関係 6 パティシエ 1 役者 1  

保育士 5 警察官 1 語学 1  

動物関係(飼育員、医療) 4 イラストレーター 1 内閣総理⼤⾂ 1  

音楽関係(音響スタッフ・作曲) 3 スタイリスト 1 バスプロ 1  

⼤工 3 ユーチューバー 1 服関係 1  

消防士 2 グランドスタッフ 1 本に関係 1  

弁護士 2 製造業 1 和菓子職人 1  

声優 2 JAXA 1 臨床検査技師 1  

サラリーマン 2 一⽣笑える職業 1 陸上選手 1  

医者 2 歌い手 1 放射線技師 1  

CA 2 運送関係 1 人の役にたつ職業 4  

⼤手の会社、収⼊安定した会社 2 栄養士 1 ⾃分に合った仕事 2  

マネージャー 2 お菓子 1 海外で働く 1  

測量士 2 学芸員 1 アルバイト 1  

デザイナー 2 グーグル 1 何にでもなれる仕事 1  

鉄道関係 2 ⾞の販売 1 考え中 1  

理学療法士 2 ⻭科衛⽣士 1 今のところない 4  

料理関係 2 家（⾃営業）の手伝い 1 特になし 101  
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問５ あなたは将来、どこで働きたいと思いますか。（あてはまる番号に○印を１つだけつけ
てください） 

〔働きたい場所〕 
◆「わからない」の割合が 37.1%で最も高く、次いで「埼玉県内」32.8％、「東京都内」18.1％

となっており、「寄居町内」は 4.3％と低い割合になっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．寄居町内 10  4.3% 

２．埼玉県内 76  32.8% 

３．東京都内 42  18.1% 

４．その他 16  6.9% 

５．わからない 86  37.1% 

無回答 2  0.9% 

計 232  100.0% 

 

 

 

 

 

＜「４．その他」の記述内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

内 容 件数 内 容 件数 

海外 2 空港のある場所 1  
abroad 1 決めてない 1  
どこでも良い 1 国内 1  
茨城県 1 東北、新潟、⻑野 1  
海のある県 1 ⽇本国内 1  
外国（アフリカ） 1 百貨店 1  
閣僚 1 未定 1  
京都、東京 1 総計 16  

（n=232）

寄居町内

4.3%

埼玉県内

32.8%

東京都内

18.1%

その他

6.9%

わからない

37.1%

無回答

0.9%
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❑ 性別 

〔働きたい場所〕 
◆性別でみると、その傾向に差は⾒られないが、「わからない」の割合は男性の⽅が高く、「東

京都内」の割合は⼥性の⽅が高くなっている。 
◆「寄居町内」の割合は、男性 2.6％に⽐べ、⼥性 6.3％で、⼥性の⽅が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❑ 過年度調査との⽐較  

〔働きたい場所〕 
◆5 年前との⽐較では、「わからない」が 12.4 ポイント上昇し、逆に「埼玉県内」は 7.3 ポイ

ント、「東京都内」は 5.9 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.6%

6.3%

33.0%

33.9%

15.7%

21.4%

7.8%

3.6%

40.0%

34.8%

0.9%男性 （n=115）

女性 （n=112）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

寄居町内 埼玉県内 東京都内 その他 わからない 無回答

4.3%

4.7%

32.8%

40.1%

18.1%

24.0%

6.9%

5.7%

37.1%

24.7%

0.9%

0.7%

令和2年度（n=232）

平成27年度（n=279）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

寄居町内 埼玉県内 東京都内 その他 わからない 無回答
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問５ つづき その理由を教えてください。（あてはまる番号に○印を１つだけつけてくだ
さい） 

〔働きたい場所を選んだ理由〕 
◆「特に理由はない」の割合が 34.8%と最も高くなっている。 
◆次いで、「⽣活するのに便利」12.9%、「職場に通いやすい」10.3%となっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 12  5.4% 

２．⽣活するのに便利 29  12.9% 

３．交通の便がよい 19  8.5% 

４．買い物に便利 0  0.0% 

５．遊ぶ場所が多い 3  1.3% 

６．愛着がある 14  6.3% 

７．まちへのあこがれがある 11  4.9% 

８．職場に通いやすい 23  10.3% 

９．家族と同居したい 5  2.2% 

１０．その他 10  4.5% 

１１．特に理由はない 78  34.8% 

無回答 20  8.9% 

計 224  100.0% 

複数回答による集計除外 8 名 

 

＜「１０．その他」の記述内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内  容 件数 

じいちゃんの言われた通りにしないといけないから。 1  
どこで実際働けるかわからないから。 1  
まだどこで働くか決まっていないから。 1  
今どこで働くか分からないから。 1  
今とは違った環境のとこに⾏きたい。 1  
住みやすく人の少ない所 1  
職業の特性上どこになるかわからないから。 1  
⽇本のために尽くしたい 1  
未定 1  
記⼊なし 1  
総計 10  

（n=224）

自然環境がよい

5.4%
生活するのに便利

12.9%

交通の便がよい

8.5%

買い物に便利

0.0%

遊ぶ場所が多い

1.3%

愛着がある

6.3%

まちへのあこがれがある

4.9%

職場に通いやすい

10.3%

家族と同居したい

2.2%

その他

4.5%

特に理由は

ない

34.8%

無回答

8.9%
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❑ 性別  

〔働きたい場所を選んだ理由〕 
◆男⼥ともに「特に理由はない」の割合が最も高くなっている。 
◆全体で、次いで多かった「⽣活をするのに便利」、「職場に通いやすい」は、ともに男性に⽐

べ⼥性の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※複数回答による集計除外 7 名（男性︓2 名 ⼥性︓5 名） 

 

❑ 過年度調査との⽐較  

〔働きたい場所を選んだ理由〕 
◆5 年前との⽐較では、「特に理由はない」（10.7 ポイント）が最も上昇しており、次いで「交

通の便がよい」（4.0 ポイント）となっている。 
◆一⽅、減少したものは、「職場に通いやすい」（▲7.1 ポイント）、「⽣活するのに便利」（▲5.9

ポイント）などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.7%

0.9%

10.6%

15.9%

9.7%

7.5%

1.8%

0.9%

3.5%

9.3%

3.5%

5.6%

6.2%

15.0%

3.5%

0.9%

4.4%

3.7%

37.2%

33.6%

9.7%

6.5%

男性 （n=113）

女性 （n=107）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境がよい 生活するのに便利 交通の便がよい 買い物に便利

遊ぶ場所が多い 愛着がある まちへのあこがれがある 職場に通いやすい

家族と同居したい その他 特に理由はない 無回答

9.7%

9.3%

10.6%

16.5%

9.7%

5.7% 4.3%

1.8%

3.5%

6.8%

3.5%

4.7%

6.2%

13.3%

3.5%

1.4%

4.4%

8.2%

37.2%

26.5%

9.7%

3.2%

令和2年度（n=232）

平成27年度（n=279）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境がよい 生活するのに便利 交通の便がよい 買い物に便利

遊ぶ場所が多い 愛着がある まちへのあこがれがある 職場に通いやすい

家族と同居したい その他 特に理由はない 無回答
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※「働きたい場所」として、寄居町内・埼玉県内・東京都内を選んだ人たちが、その場所を選んだ

理由を示す。 

 

❑ 「寄居町内」と選んだ⼈の理由 

〔寄居町内を働きたい場所として選んだ理由〕 
◆「愛着がある」の割合が 50.0%と最も高くなっている。 
◆次いで、「家族と同居したい」20.0%、「⽣活するのに便利」、「職場に通いやすい」、「その他」

10.0%となっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 0 0.0% 

２．⽣活するのに便利 1 10.0% 

３．交通の便がよい 0 0.0% 

４．買い物に便利 0 0.0% 

５．遊ぶ場所が多い 0 0.0% 

６．愛着がある 5 50.0% 

７．まちへのあこがれがある 0 0.0% 

８．職場に通いやすい 1 10.0% 

９．家族と同居したい 2 20.0% 

１０．その他 1 10.0% 

１１．特に理由はない 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

計 10 100.0% 

 

 

＜「10．その他」の記述内容＞ 

 

 

 

 

  

内  容 件数 

じいちゃんの言われた通りにしないといけないから。 1  
総計 1  

生活するのに便利

10.0%

愛着がある

50.0%

職場に通いやすい

10.0%

家族と同居し

たい

20.0%

その他

10.0%

(n=10)
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❑ 「埼⽟県内」と選んだ⼈の理由 

〔埼玉県内を働きたい場所として選んだ理由〕 
◆「⽣活するのに便利」の割合が 28.2%と最も高くなっている。 
◆次いで、「特に理由はない」22.5%、「まちへのあこがれがある」12.7%となっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 8 11.3% 

２．⽣活するのに便利 20 28.2% 

３．交通の便がよい 6 8.5% 

４．買い物に便利 0 0.0% 

５．遊ぶ場所が多い 1 1.4% 

６．愛着がある 8 11.3% 

７．まちへのあこがれがある 9 12.7% 

８．職場に通いやすい 3 4.2% 

９．家族と同居したい 0 0.0% 

１０．その他 0 0.0% 

１１．特に理由はない 16 22.5% 

無回答 0 0.0% 

計 71 11.3% 

複数回答による集計除外 4 名 

 

 

  

自然環境がよい

11.3%

生活するのに

便利

28.2%

交通の便がよい

8.5%

遊ぶ場所が多い

1.4%

愛着がある

11.3%

まちへのあこ

がれがある

12.7%

職場に通い

やすい

4.2%

特に理由はない

22.5%

(n=71)
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❑ 「東京都内」と選んだ⼈の理由 

〔東京都内を働きたい場所として選んだ理由〕 
◆「交通の便がよい」の割合が 32.4%と最も高くなっている。 
◆次いで、「職場に通いやすい」27.0%、「まちへのあこがれがある」18.9%となっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 0 0.0% 

２．⽣活するのに便利 3 8.1% 

３．交通の便がよい 12 32.4% 

４．買い物に便利 0 0.0% 

５．遊ぶ場所が多い 2 5.4% 

６．愛着がある 0 0.0% 

７．まちへのあこがれがある 7 18.9% 

８．職場に通いやすい 10 27.0% 

９．家族と同居したい 0 0.0% 

１０．その他 1 2.7% 

１１．特に理由はない 2 5.4% 

無回答 0 0.0% 

計 37 100.0% 

複数回答による集計除外 3 名 

 

 

＜「10．その他」の記述内容＞ 

 

 

 

  

内  容 件数 

今とは違った環境のとこに⾏きたい。 1  
総計 1  

生活するのに便利

8.1%

交通の便がよい

32.4%

遊ぶ場所が多い

5.4%

まちへのあこ

がれがある

18.9%

職場に通

いやすい

27.0%

その他

2.7%

特に理由はない

5.4%

(n=37)
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問６ あなたは将来、どこに住みたいと思っていますか。（あてはまる番号に○印を１つだけ
つけてください） 

〔住みたい場所〕 
◆「埼玉県内」の割合が 38.8%と最も高く、次いで、「わからない」29.3%、「東京都内」12.5%

となっている。 
◆「寄居町内」は 6.9%と１割に満たない。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．寄居町内 16  6.9% 

２．埼玉県内 90  38.8% 

３．東京都内 29  12.5% 

４．その他 28  12.1% 

５．わからない 68  29.3% 

無回答 1  0.4% 

計 232  100.0% 

 

 

 

 

＜「４．その他」の記述内容＞ 
内 容 件数 内 容 件数 

海外 3 空港の近くや職場の近く 1  
北海道 3 埼玉県北部以外 1  
⽇本国内 2 山梨、北海道 1  
アフリカ or サウジアラビア 1 職場の近く 1  
どこでも良い 1 静岡 1  
ヨーロッパ 1 千葉か神奈川 1  
ンゲルルムッド 1 ⻑野県 1  
茨城県 1 東北、⻑野、新潟 1  
海のある県 1 未定 2  
寄居町以外 1 記⼊なし 3  
  総計 28  

 

  

（n=232）

寄居町内

6.9%

埼玉県内

38.8%

東京都内

12.5%

その他

12.1%

わからない

29.3%

無回答

0.4%
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❑ 性別  

〔住みたい場所〕 
◆男⼥ともに「埼玉県内」の割合が最も高くなっている。 
◆男性と⼥性を⽐較すると、「埼玉県内」とする割合は、⼥性のほうが高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❑ 過年度調査との⽐較  

〔住みたい場所〕 
◆5 年前との⽐較では、「わからない」が 9.2 ポイント上昇しているのに対し、「埼玉県内」は

9.2 ポイント減少している。 
◆「寄居町」（▲0.6 ポイント）は、わずかながら減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.8%

6.3%

35.7%

43.8%

12.2%

13.4%

12.2%

9.8%

32.2%

26.8%

男性 （n=115）

女性 （n=112）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

寄居町内 埼玉県内 東京都内 その他 わからない 無回答

6.9%

7.5%

38.8%

48.0%

12.5%

16.8%

12.1%

7.2%

29.3%

20.1%

0.4%

0.4%

令和2年度（n=232）

平成27年度（n=279）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

寄居町内 埼玉県内 東京都内 その他 わからない 無回答
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問６ つづき その理由を教えてください。（あてはまる番号に○印を１つだけつけてくだ
さい） 

〔住みたい場所を選んだ理由〕 
◆「特に理由はない」の割合が 32.4%と最も高くなっている。 
◆次いで、「⽣活するのに便利」14.7%、「⾃然環境がよい」12.9%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「１０．その他」の記述内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 29  12.9% 

２．⽣活するのに便利 33  14.7% 

３．交通の便がよい 10  4.4% 

４．買い物に便利 2  0.9% 

５．遊ぶ場所が多い 6  2.7% 

６．愛着がある 20  8.9% 

７．まちへのあこがれがある 9  4.0% 

８．職場に通いやすい 15  6.7% 

９．家族と同居したい 2  0.9% 

１０．その他 15  6.7% 

１１．特に理由はない 73  32.4% 

無回答 11  4.9% 

計 225  100.0% 

複数回答による集計除外 7 名 

内  容 件数 

いとこが住んでいるから。 1  
まだわからない 1  
一度⾏ったことがあり、すごくきれいな所だったから。 1  
何もないから 1  
災害に強い 1  
⾃分の趣味が多いところ 1  
就職先で変わるから。 1  
住めれば良い、変な人がいない所。 1  
親も住んでるから 1  
地球温暖化を止めたい 1  
⽇本の⾸都に住むことで、情勢や流⾏が把握できると思う。 1  
未定 1  
記⼊なし 3  
総計 15  

（n=225）

自然環境がよい

12.9%

生活するのに便利

14.7%

交通の便がよい

4.4%

買い物に便利

0.9%

遊ぶ場所が多い

2.7%

愛着がある

8.9%

まちへのあこがれがある

4.0%
職場に通いやすい

6.7%

家族と同居

したい
0.9%

その他

6.7%

特に理由は

ない

32.4%

無回答

4.9%



16 

 

 

❑ 性別  

〔住みたい場所を選んだ理由〕 
◆男⼥ともに「特に理由はない」の割合が最も高くなっている。 
◆全体で、次いで多かった「⽣活をするのに便利」、「⾃然環境がよい」は、ともに男性に⽐べ

⼥性の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※複数回答による集計除外 6 名（男性︓1 名 ⼥性︓5 名） 

 

 

❑ 過年度調査との⽐較  

〔住みたい場所を選んだ理由〕 
◆5 年前との⽐較では、「特に理由はない」（8.4 ポイント）が最も上昇している。 
◆一⽅、減少したものは、「買い物に便利」（▲5.5 ポイント）、「⾃然環境がよい」（▲3.2 ポイ

ント）などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.4%

15.0%

13.2%

16.8%

5.3%

3.7%

1.9%

2.6%

2.8%

7.9%

10.3%

5.3%

2.8%

5.3%

8.4%

0.9%

0.9%

8.8%

2.8%

36.8%

29.0%

2.6%

5.6%

男性 （n=114）

女性 （n=107）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境がよい 生活するのに便利 交通の便がよい 買い物に便利

遊ぶ場所が多い 愛着がある まちへのあこがれがある 職場に通いやすい

家族と同居したい その他 特に理由はない 無回答

12.9%

16.1%

14.7%

17.2%

4.4%

4.7%

0.9%

6.4%

2.7%

8.9%

10.0%

4.0%

3.9%

6.7%

7.2%

0.9%

1.1%

6.7%

5.7%

32.4%

24.0%

4.9%

3.6%

令和2年度（n=232）

平成27年度（n=279）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自然環境がよい 生活するのに便利 交通の便がよい 買い物に便利

遊ぶ場所が多い 愛着がある まちへのあこがれがある 職場に通いやすい

家族と同居したい その他 特に理由はない 無回答
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※「住みたい場所」として、寄居町内・埼玉県内・東京都内を選んだ人たちが、その場所を選んだ

理由を示す。 

 

❑ 「寄居町内」と選んだ⼈の理由 

〔寄居町内を住みたい場所として選んだ理由〕 
◆「愛着がある」の割合が 43.8%と最も高くなっている。 
◆次いで「⾃然環境がよい」31.3%、「家族と同居したい」12.5%となっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 5 31.3% 

２．⽣活するのに便利 0 0.0% 

３．交通の便がよい 0 0.0% 

４．買い物に便利 0 0.0% 

５．遊ぶ場所が多い 0 0.0% 

６．愛着がある 7 43.8% 

７．まちへのあこがれがある 0 0.0% 

８．職場に通いやすい 0 0.0% 

９．家族と同居したい 2 12.5% 

１０．その他 2 12.5% 

１１．特に理由はない 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

計 16 100.0% 

 

 

＜「10．その他」の記述内容＞ 

 

 

 

 

  

内  容 件数 

親も住んでるから 1  
災害に強い 1 
総計 2  

自然環境がよい

31.3%

愛着がある

43.8%

家族と同

居したい

12.5%

その他

12.5%

(n=16)
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❑ 「埼⽟県内」と選んだ⼈の理由 

〔埼玉県内を住みたい場所として選んだ理由〕 
◆「⽣活するのに便利」の割合が 25.9%と最も高くなっている。 
◆次いで「⾃然環境がよい」、「特に理由はない」21.2%となっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 18 21.2% 

２．⽣活するのに便利 22 25.9% 

３．交通の便がよい 6 7.1% 

４．買い物に便利 1 1.2% 

５．遊ぶ場所が多い 0 0.0% 

６．愛着がある 13 15.3% 

７．まちへのあこがれがある 1 1.2% 

８．職場に通いやすい 6 7.1% 

９．家族と同居したい 0 0.0% 

１０．その他 0 21.2% 

１１．特に理由はない 18 0.0% 

無回答 0 0.0% 

計 85 100% 

複数回答による集計除外 5 名 

 

 

 

 

 

  

自然環境がよい

21.2%

生活するのに

便利

25.9%

交通の便がよい

7.1%

買い物に

便利

1.2%

愛着がある

15.3%

まちへのあこが

れがある

1.2%

職場に通いやすい

7.1%

特に理由はない

21.2%

(n=85)
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❑ 東京都内 

〔東京都内を住みたい場所として選んだ理由〕 
◆「⽣活をするのに便利」の割合が 25.0%と最も高くなっている。 
◆次いで「職場に通いやすい」17.9%、「まちへのあこがれがある」、「遊ぶ場所が多い」14.3%

となっている。 

 
選択肢 件数 ⽐率 

１．⾃然環境がよい 0 0.0% 

２．⽣活するのに便利 7 25.0% 

３．交通の便がよい 4 14.3% 

４．買い物に便利 1 3.6% 

５．遊ぶ場所が多い 4 14.3% 

６．愛着がある 0 0.0% 

７．まちへのあこがれがある 4 14.3% 

８．職場に通いやすい 5 17.9% 

９．家族と同居したい 0 0.0% 

１０．その他 3 10.7% 

１１．特に理由はない 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

計 28 100% 

複数回答による集計除外 1 名 

 

＜「10．その他」の記述内容＞ 

 

 

 

 

 

  

内  容 件数 

いとこが住んでいるから。 1  
記⼊なし 1 
⽇本の⾸都に住むことで、情勢や流⾏が把握できると思う。 1 
総計 3  

生活するのに便利

25.0%

交通の便がよい

14.3%

買い物に便利

3.6%
遊ぶ場所

が多い

14.3%

まちへのあこ

がれがある

14.3%

職場に通いやすい

17.9%

その他

10.7%

(n=28)
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（4）町の魅⼒と望ましい将来イメージ 

問７ ①あなたが、現在の寄居町の魅⼒にあてはまると感じるものはどれですか。下の表の
項⽬で、あてはまるものを３つまで選び「町の魅⼒」の欄に○印をつけてください。 

〔町の魅⼒〕 
◆「豊かな⾃然と調和するまち」の割合が 51.7%と最も高く、５割を超えている。 
◆次いで、「災害に強く安⼼して暮らせるまち」40.5%、「子どもがのびのび、健やかに育つま

ち」37.5％、「地域の祭りや年中⾏事が盛んで、人と人とのふれあいのあるまち」35.3%と
なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n=232）4つ以上回答した4名を含む

51.7%

40.5%

37.5%

35.3%

30.2%

10.8%

10.8%

7.3%

4.3%

4.3%

3.4%

3.4%

2.2%

1.3%

12.1%

0.9%

0% 20% 40% 60%

豊かな自然と調和するまち

災害に強く安心して暮らせるまち

子どもがのびのび、健やかに育つまち

地域の祭りや年中行事が盛んで、

人と人とのふれあいのあるまち

誰もが健康で生きがいを持ち、安心して暮らせるまち

イベントやスポーツ、芸術・文化活動が盛んなまち

みんなが助け合い、誰もが不自由なく日常生活を送れるまち

町民と行政が信頼しあい、力をあわせて課題に取り組むまち

「仕事・出産・子育て」に頑張る女性が住みやすいまち

快適な居住環境によってたくさんの人が住みたくなるまち

中心商業地や自然・観光資源の魅力に惹かれて

たくさんの人が訪れ、にぎわうまち

エネルギーを大切に使い、ごみの排出を

抑制する循環型のまち

新しい価値を生み、地域経済を支える産業の盛んなまち

若い人が働き、活気のあるまち

わからない

無回答
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❑ 性別  

〔町の魅⼒〕 
◆男⼥ともに「豊かな⾃然と調和するまち」の割合が最も高く、次いで「災害に強く安⼼して

暮らせるまち」となっている。 
◆⼥性に⽐べて男性の割合が高いものとしては、「誰もが健康で⽣きがいを持ち、安⼼して暮ら

せるまち」（13.3 ポイント）、「みんなが助け合い、誰もが不⾃由なく⽇常⽣活を送れるまち」
（5.0 ポイント）などとなっている。 

◆一⽅、男性に⽐べて⼥性の割合が高いものとしては、「地域の祭りや年中⾏事が盛んで、人と
人とのふれあいのあるまち」（13.3 ポイント）、「「災害に強く安⼼して暮らせるまち」（8.1 ポ
イント）などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 （n=115）

女性 （n=112）

49.6%

36.5%

35.7%

28.7%

36.5%

8.7%

13.0%

7.0%

5.2%

6.1%

5.2%

4.3%

1.7%

1.7%

14.8%

0.9%

55.4%

44.6%

40.2%

42.0%

23.2%

11.6%

8.0%

6.3%

2.7%

1.8%

0.9%

1.8%

1.8%

0.0%

8.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

豊かな自然と調和するまち

災害に強く安心して暮らせるまち

子どもがのびのび、健やかに育つまち

地域の祭りや年中行事が盛んで、

人と人とのふれあいのあるまち

誰もが健康で生きがいを持ち、安心して暮らせるまち

イベントやスポーツ、芸術・文化活動が盛んなまち

みんなが助け合い、誰もが不自由なく日常生活を送れるまち

町民と行政が信頼しあい、力をあわせて課題に取り組むまち

「仕事・出産・子育て」に頑張る女性が住みやすいまち

快適な居住環境によってたくさんの人が住みたくなるまち

中心商業地や自然・観光資源の魅力に惹かれて

たくさんの人が訪れ、にぎわうまち

エネルギーを大切に使い、ごみの排出を

抑制する循環型のまち

新しい価値を生み、地域経済を支える産業の盛んなまち

若い人が働き、活気のあるまち

わからない

無回答
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❑ 過年度調査との⽐較  

〔町の魅⼒〕 
◆5 年前と⽐較しても、その傾向はほぼ変わらない。 
◆「誰もが健康で⽣きがいを持ち、安⼼して暮らせるまち」（5.1 ポイント）が最も上昇してい

る。 
◆一⽅、減少したものは、「地域の祭りや年中⾏事が盛んで、人と人とのふれあいのあるまち」

（▲3.4 ポイント）、「災害に強く安⼼して暮らせるまち」（▲1.8 ポイント）などとなってい
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.3%

42.3%

37.3%

38.7%

25.1%

10.8%

7.5%

3.2%

5.0%

2.9%

3.6%

5.0%

3.9%

2.9%

7.5%

2.5%

51.7%

40.5%

37.5%

35.3%

30.2%

10.8%

10.8%

7.3%

4.3%

4.3%

3.4%

3.4%

2.2%

1.3%

12.1%

0.9%

0% 20% 40% 60%

豊かな自然と調和するまち

災害に強く安心して暮らせるまち

子どもがのびのび、健やかに育つまち

地域の祭りや年中行事が盛んで、

人と人とのふれあいのあるまち

誰もが健康で生きがいを持ち、安心して暮らせるまち

イベントやスポーツ、芸術・文化活動が盛んなまち

みんなが助け合い、誰もが不自由なく日常生活を送れるまち

町民と行政が信頼しあい、力をあわせて課題に取り組むまち

「仕事・出産・子育て」に頑張る女性が住みやすいまち

快適な居住環境によってたくさんの人が住みたくなるまち

中心商業地や自然・観光資源の魅力に惹かれて

たくさんの人が訪れ、にぎわうまち

エネルギーを大切に使い、ごみの排出を

抑制する循環型のまち

新しい価値を生み、地域経済を支える産業の盛んなまち

若い人が働き、活気のあるまち

わからない

無回答

平成27年度（n=279）

令和2年度（n=232）
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問７ ②あなたは、10 年後の寄居町の将来イメージとして、どのようなまちを⽬指すことが
最も望ましいと思いますか。下の表の項⽬で、あてはまるものを３つまで選び「将来
のイメージ」の欄に○印をつけてください。 

〔町の将来イメージ〕 
◆「若い人が働き、活気のあるまち」の割合が 29.7%と最も高くなっている。 
◆次いで、「災害に強く安⼼して暮らせるまち」24.1%、「中⼼商業地や⾃然・観光資源の魅⼒

に惹かれてたくさんの人が訪れ、にぎわうまち」23.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（n=232）4つ以上回答した4名を含む

29.7%

24.1%

23.7%

21.1%

18.5%

17.7%

17.7%

17.2%

16.8%

16.8%

15.5%

15.1%

13.8%

12.9%

9.9%

2.6%

0% 20% 40%

若い人が働き、活気のあるまち

災害に強く安心して暮らせるまち

中心商業地や自然・観光資源の魅力に惹かれて

たくさんの人が訪れ、にぎわうまち

エネルギーを大切に使い、ごみの排出を

抑制する循環型のまち

「仕事・出産・子育て」に頑張る女性が住みやすいまち

快適な居住環境によってたくさんの人が住みたくなるまち

みんなが助け合い、誰もが不自由なく日常生活を送れるまち

子どもがのびのび、健やかに育つまち

地域の祭りや年中行事が盛んで、

人と人とのふれあいのあるまち

豊かな自然と調和するまち

町民と行政が信頼しあい、力をあわせて課題に取り組むまち

誰もが健康で生きがいを持ち、安心して暮らせるまち

イベントやスポーツ、芸術・文化活動が盛んなまち

新しい価値を生み、地域経済を支える産業の盛んなまち

わからない

無回答



24 

 

 

❑ 性別  

〔町の将来イメージ〕 
◆男性、⼥性ともに、「若い人が働き、活気のあるまち」の割合が最も高く、男性は同率で「災

害に強く安⼼して暮らせるまち」の割合も高くなっている。 
◆⼥性に⽐べて男性の割合が高いものとしては、「町⺠と⾏政が信頼しあい、⼒をあわせて課題

に取り組むまち」（6.7 ポイント）、「新しい価値を⽣み、地域経済をささえる産業の盛んなま
ち」（5.9 ポイント）、「災害に強く安⼼して暮らせるまち」（5.6 ポイント）などとなってい
る。 

◆一⽅、男性に⽐べて⼥性の割合が高いものとしては、「中⼼商業地や⾃然・観光資源の魅⼒に
惹かれてたくさんの人が訪れ、にぎわうまち」（8.6 ポイント）、「『仕事・出産・子育て』に
頑張る⼥性が住みやすいまち」（8.4 ポイント）、「快適な居住環境によってたくさんの人が住
みたくなるまち」（5.7 ポイント）などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 （n=115）

女性 （n=112）

27.0%

27.0%

19.1%

20.9%

13.9%

14.8%

19.1%

18.3%

17.4%

18.3%

18.3%

14.8%

12.2%

15.7%

10.4%

4.3%

31.3%

21.4%

27.7%

19.6%

22.3%

20.5%

16.1%

16.1%

16.1%

15.2%

11.6%

14.3%

14.3%

9.8%

8.9%

0.0%

0% 20% 40%

若い人が働き、活気のあるまち

災害に強く安心して暮らせるまち

中心商業地や自然・観光資源の魅力に惹かれて

たくさんの人が訪れ、にぎわうまち

エネルギーを大切に使い、ごみの排出を

抑制する循環型のまち

「仕事・出産・子育て」に頑張る女性が住みやすいまち

快適な居住環境によってたくさんの人が住みたくなるまち

みんなが助け合い、誰もが不自由なく日常生活を送れるまち

子どもがのびのび、健やかに育つまち

地域の祭りや年中行事が盛んで、

人と人とのふれあいのあるまち

豊かな自然と調和するまち

町民と行政が信頼しあい、力をあわせて課題に取り組むまち

誰もが健康で生きがいを持ち、安心して暮らせるまち

イベントやスポーツ、芸術・文化活動が盛んなまち

新しい価値を生み、地域経済を支える産業の盛んなまち

わからない

無回答
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❑ 過年度調査との⽐較  

〔町の将来イメージ〕 
◆5 年前と⽐べると、「エネルギーを⼤切に使い、ごみの排出を抑制する循環型のまち」（8.6 ポ

イント）が最も上昇しており、次いで「町⺠と⾏政が信頼し合い、⼒を合わせて課題に取り
組むまち」（7.3 ポイント）となっている。 

◆一⽅、減少したものは、「イベントやスポーツ、芸術・文化活動が盛んなまち」（▲5.9 ポイ
ント）、「中⼼商業地や⾃然・観光資源の魅⼒に惹かれてたくさんの人が訪れ、にぎわうまち」
（▲5.7 ポイント）などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成27年度（n=279）

令和2年度（n=232）

28.3%

23.7%

29.4%

12.5%

15.1%

15.1%

15.8%

18.6%

19.4%

13.6%

8.2%

18.6%

19.7%

11.8%

7.2%

3.6%

29.7%

24.1%

23.7%

21.1%

18.5%

17.7%

17.7%

17.2%

16.8%

16.8%

15.5%

15.1%

13.8%

12.9%

9.9%

2.6%

0% 20% 40%

若い人が働き、活気のあるまち

災害に強く安心して暮らせるまち

中心商業地や自然・観光資源の魅力に惹かれて

たくさんの人が訪れ、にぎわうまち

エネルギーを大切に使い、ごみの排出を

抑制する循環型のまち

「仕事・出産・子育て」に頑張る女性が住みやすいまち

快適な居住環境によってたくさんの人が住みたくなるまち

みんなが助け合い、誰もが不自由なく日常生活を送れるまち

子どもがのびのび、健やかに育つまち

地域の祭りや年中行事が盛んで、

人と人とのふれあいのあるまち

豊かな自然と調和するまち

町民と行政が信頼しあい、力をあわせて課題に取り組むまち

誰もが健康で生きがいを持ち、安心して暮らせるまち

イベントやスポーツ、芸術・文化活動が盛んなまち

新しい価値を生み、地域経済を支える産業の盛んなまち

わからない

無回答
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n=152 
基本⽬標 基本⽅針 件数 

基本⽬標１ 
夢と創造⼒にあふれ
未来を拓く人を育む
まち 

基本⽅針（1）結婚・子育て支援 4 
基本⽅針（2）成⻑と学びの環境の充実 3 
基本⽅針（3）活躍の場の充実 0 
基本⽅針（4）一人ひとりを尊重する地域づくり 0 

基本⽬標２ 
人が集まり活⼒に満
ちた賑わいあふれる
まち 

基本⽅針（1）賑わい・活⼒ある地域産業の創出 86 
基本⽅針（2）よりいブランドの創出 9 
基本⽅針（3）安定した雇用の創出 5 

基本⽬標３ 
支えあいとふれあい
のある健康⻑寿のま
ち 

基本⽅針（1）健康づくりの推進 1 
基本⽅針（2）いきいきと暮らせる環境づくり 1 
基本⽅針（3）支えあう地域づくり 8 

基本⽬標４ 
安全で環境への配慮
と利便性を備えたコ
ンパクトなまち 

基本⽅針（1）人にやさしいまちづくり 42 
基本⽅針（2）環境にやさしいまちづくり 14 
基本⽅針（3）安⼼して暮らせるまちづくり 17 
基本⽅針（4）社会基盤の維持管理・充実 10 

基本⽬標５ 
悠久の歴史とさわや
かな⾃然の中で豊か
さを感じられるまち 

基本⽅針（1）歴史の継承、文化の振興 8 

基本⽅針（2）⾃然資源の保全・継承 6 

その他 その他 10 

計 224 

※複数回答のため、合計が回答総数(n=152）と一致しない。 

 

（5）⾃由意⾒のとりまとめ 

問８ これから、この町が、もっと暮らしやすく、もっと元気になるために必要なまちづく
りについて、あなたのアイデアや提案を⾃由にお書きください。 

まちづくりについての意⾒を、第 6 次寄居町総合振興計画基本構想の⽬標実現に向けた

基本⽅針に基づき分類した結果、以下の様な件数の回答があった。⾃由意⾒の詳細について

は、『参考資料』に掲載する。 
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参考資料  

 

・⾃由記述意⾒（問 8） 

・アンケート調査票 
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（1）⾃由記述意⾒（問 8） 
基本⽬標１ 夢と創造⼒にあふれ未来を拓く人を育むまち 

基本⽅針（1）結婚・子育て支援 地区 性別 
子供がいる家庭への援助をもっとした⽅が良い。 市街地 ⼥性 
もっと子供や親に優しい町づくりをしてほしい。 ⻄部 ⼥性 
保育園を増やしたい。 男衾 ⼥性 
子どもがいる親に対して、育休などがしやすいようなことをする。 用土 男性 
基本⽅針（2）成⻑と学びの環境の充実 地区 性別 
学校の設備 桜沢 ⼥性 
温かい給食が食べたい。 折原 男性 
⼩・中学校の先⽣をもっと良い人にする。 用土 男性 

 

基本⽬標２ 人が集まり活⼒に満ちた賑わいあふれるまち 

基本⽅針（1）賑わい・活⼒ある地域産業の創出 地区 性別 
駅前に商業施設をもっと増やしてほしい。 市街地 男性 
商業施設 
いろいろ足りない 市街地 男性 

商業施設の建設 市街地 男性 
本屋を作る。 市街地 男性 
・本屋 
・ミニスト 
・ローソン 
・レストラン 

市街地 ⼥性 

町に本屋がないから、つくってほしい。 市街地 ⼥性 
本屋が欲しい︕ 市街地 ⼥性 
本庄早稲田駅前のつたや書店くらいの規模の本屋をつくって下さい。 市街地 ⼥性 
カラオケ、映画館、ドンキホーテ、本屋（book store) ⻄部 男性 
グリーンブックと TSUTAYA があってほしい。 ⻄部 男性 
お店をたくさんつくる。（スタバ、洋服屋、スポーツジム、アウトレットなど） 桜沢 男性 
コンビニをいっぱいつくる。 
ポケストップやジムを増やす。 
てんいポータルを作る。 
商店街を活性化させる。 

桜沢 男性 

店を多くする。 桜沢 男性 
ショッピングモールや、⼤きな書店がほしいです。 桜沢 ⼥性 
たくさんの人が集まれるショッピングモールを作る。 桜沢 ⼥性 
商店街がもっとにぎわうようにする。 桜沢 ⼥性 
町が栄えてほしい。 
本屋がほしい。 桜沢 ⼥性 

豊かな⾃然を活かして、もっと多くの人が⽴ち寄るようなまちづくりをしてほしい。 桜沢 ⼥性 
本屋さんがほしい。 桜沢 ⼥性 
アウトレット 折原 男性 
ケンタッキーがほしい。 折原 男性 
昔に建っていたライフのところに、本屋などをつくればよい。 折原 男性 
折原にも郵便局がほしい。 折原 男性 
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本屋がほしい。 
スタバがほしい。 

折原 男性 

ショッピングモールやアウトレットをつくり町おこし。→人を集める。 折原 ⼥性 
どこにでも⾃慢できる観光地を作る。 折原 ⼥性 
・旧ライフをショッピングモールや、アウトレット、ゲームセンターとして再開発

してほしい。 
・寄居町にはないものを作り、東京都や他県から人がたくさん来るデパートを作っ

てほしい。 

鉢形 男性 

アニメイトをつくる。 鉢形 男性 
お店が減ってきて悲しいです。すぐとは言わずとも、少しずつ店や施設が増えたら、
もっと暮らしやすく、元気な町になると思います!! 鉢形 男性 

寄居駅の周りをよくする。 
⾃販機の増加。 鉢形 男性 

娯楽施設を作る。 鉢形 男性 
娯楽施設を作る。 
本屋を作る。 
レンタル、DVD 屋を作る。 
ゲームセンターを作る。 

鉢形 男性 

年配よりの町だから、もう少し子供よりの町にした⽅がいい。 
例えば、公園、子供でも⾏けるゲームセンター、人がたくさん来そうなイオンモー
ル、TSUTAYA 

鉢形 男性 

買い物ができるところを増やす。 鉢形 男性 
本屋 鉢形 男性 
本屋 鉢形 男性 
本屋がほしい。 鉢形 男性 
本屋さんがほしい。 
たくさん本を読み、学⼒向上をはかりたい。 鉢形 男性 

本屋を一つでいいから建ててほしい。 鉢形 男性 
・ほどほどの⼤きさのショッピングモールがほしい。 
・本屋さんがほしい→グリーンブックかつたや書店をつくってほしい。 鉢形 ⼥性 

ケンタッキー 鉢形 ⼥性 
もっとお店などをつくって元気な町にしてほしい。 鉢形 ⼥性 
近くにデパートがあってほしい。 鉢形 ⼥性 
本屋がないからつくってほしい。 鉢形 ⼥性 
本屋つくって〜!! 鉢形 ⼥性 
本屋を作って欲しい。 鉢形 ⼥性 
コストコを作ってほしいです。 男衾 男性 
ショッピングモールなどの商業施設を増やし、⾃然が豊かで、幅広い世代で笑顔に
暮らせる町にできたら良い。 男衾 男性 

スキー場 
お菓子の家 男衾 男性 

マックとかスタバとかある熊谷駅ぐらいの、都会にしてほしい。 男衾 男性 
ムゲンダイマックスさせる。 
・町全体を⼤きく 
・お店を増やす 
・公園をつくる 
・中⼆⼒がもっとほしい 
・都会にする 

男衾 男性 

もっとコンビニを多くしてほしい。 男衾 男性 
映画館、デパート、コストコ、ララポ、動物園、水族館 男衾 男性 
映画館がほしい。 男衾 男性 
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映画館やショッピングモールを作る。 男衾 男性 
寄居町が⼤きい遊ぶ所を作れば、もっと寄居町が元気に成ると思います。ほかにも、
ショッピングモールや⼤きい店もできたらいいと思います。 男衾 男性 

寄居町にテーマパークをつくる。（その際、お手伝いします） 男衾 男性 
三井ショッピングモール 
映画館 
スタバ 
トレーニングジム 

男衾 男性 

商店街を盛んにしてほしい。 男衾 男性 
買い物がたくさんできる、⼤きいショッピングモールがほしい。そうすれば、寄居
町を出ないで買い物ができるから。 男衾 男性 

発展にお⾦を多く使う。 男衾 男性 
・ショッピングモールを作る。イオン、アウトレット、コストコ。 
・観光客が集まる所を増やす。 
・映画館を作る。 
・遊園地を作る。 

男衾 ⼥性 

10 代の人たちが東京に⾏かなくても、遊ぶことができる。 男衾 ⼥性 
コンビニを増やす。 男衾 ⼥性 
スーパーを増やしたい。 男衾 ⼥性 
デパート、スーパーなどの繁華街。 男衾 ⼥性 
映画館や⼤きいデパート 男衾 ⼥性 
商店街の発展（⽴ち寄りやすく、盛り上がっている商店街） 男衾 ⼥性 
町に飲食店を増やす。 男衾 ⼥性 
町内で買い物を済ませたい。 男衾 ⼥性 
買い物ができる場所や、お店などを増やす。 男衾 ⼥性 
服屋などがたくさんできるようにしてほしい!! 男衾 ⼥性 
本屋、雑貨屋を増やす。 男衾 ⼥性 
本屋さんがない。 男衾 ⼥性 
本屋を作って欲しい。 男衾 ⼥性 
遊べる所を多くする（ボーリング、映画館など） 男衾 ⼥性 
バッティングセンターほしい。 
アリオがほしい。 
コストコがほしい。 
映画館ほしい。 

用土 男性 

レストラン、コストコ、プール、映画館、ラウンドワン 用土 男性 
店をたてる 用土 男性 
スーパーやコンビニだけでなく、デパートなどをつくった⽅が良いと思う。 用土 ⼥性 
現代的な施設を取り⼊れ、町の発展を図ってほしい。 用土 ⼥性 
商業施設を増やす。 
観光産業をもっと充実させる。 用土 ⼥性 

近隣の町に⽐べ商業施設が少ないので、越谷レイクタウンのような活気があり、な
にかを発信できるような町にしたい。 用土 その他 

コンビニができたら完璧。（波久礼駅 辺りに） 無回答 男性 
ショッピングモールがあってほしい。 無回答 ⼥性 
商店街にもっとお⾦を使って、たくさんの人が利用しやすくした⽅が良いと思いま
す。 無回答 ⼥性 

基本⽅針（2）よりいブランドの創出 地区 性別 
町で⾏っていたプレゼントキャンペーンの賞品が、「町を知ってもらう」ようなもの
が多いイメージがあったので、特産品以外にも何か用意すると良いと思います。 
（例︓商店街などで使える商品券や独⾃通貨を用意し、プレゼント等の「町に来て
楽しむ」ようなものがイイと思う。） 

市街地 男性 
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観光客を増やすために、寄居の特産品などをもっと PR する。 桜沢 ⼥性 
観光地として栄えるための、有名な場所を作る。 桜沢 ⼥性 
・もっと他の県から人が来るようになるために、寄居町にしかないこと、できない

ことを作る。 
・寄居町のシンボルになるような木を植える。 

男衾 ⼥性 

・災害に強いことを、もっとアピールする︕ 
・「寄居町のココが良い︕」というのを、町⺠みんなが共通理解する。 男衾 ⼥性 

イベントなどを増やして、より多くの観光客を呼んで、寄居町を知ってもらいたい。 男衾 ⼥性 
寄居の⾃慢を作る。 男衾 ⼥性 

今⽇、寄居町の政治的な⽴場では決して高いとは言えない。この問題を重視するか
は、僕たち中学⽣など若い世代が重要になってくると感じる。県外の人に「寄居町
を知っていますか」と尋ねた場合、「はい」と言ってくれる人はどれくらいだろうか。
対して、「函館市」ではどうだろうか。一例として挙げただけだが、多くの人が県庁
所在地でもない「函館市」を知っているだろう。この違いは何だろうか。それは観
光産業の発達だと考えます。寄居町の産業を思い浮かべてみると、町内の人でも「こ
れだ」と思う人は少ないのではないか。漁業を栄させることは難しいが、農業や林
業においては十分可能性があると思う。寄居町の地形では、他の市町村と⽐べると
劣っているかもしれないが、そのような市町村はこれまでにも多くあった、そのよ
うな場合「客土」を利用するのだ。近隣の市町村である「深谷市」においては、ね
ぎの産地として関東はもちろん、全国的に⾒ても有名な市となっている。このよう
な現状を僕たちが正面から、⾃分のこととして伝えたとしても、何人の人の⼼へ気
持ちが届くのだろうか。「別に町なんてどうでもいい」「何だよそれ」というような
意⾒も少なくないだろう。これまでも、そうだったのかもしれない。しかし、ここ
で変わることが⼤切だと思う。一回だけでもやってみてほしい。僕のこのような言
葉が、みんなに届くかどうかは分からない。けれど、誰かが聞いてくれたらいい。
一人でも多くの人に対して、意⾒が届いてほしいです。今のままでは僕も⼒足りず
だけれども、この先において、政治的な道へ進んで、内閣総理⼤⾂になります。み
なさん期待して下さい。⻑文失礼しました。 

用土 男性 

・PR するものを、もっと積極的にする。 
・寄居といったら「これ」という物を一つにしぼるか、作る。 
・若い人達に注⽬をあびるような事、物を考える。 
・SNS をもっと活用する。 

用土 ⼥性 

基本⽅針（3）安定した雇用の創出 地区 性別 
働く場所を増やす 市街地 男性 
これからを担う若い人、家族が町に引っ越してくれるような取り組みを⾏うと良い
と思います。 
例えば、引っ越してきて、1 年以上住んだ人には、何万円を渡す。10 年で何万円な
ど。 

桜沢 男性 

住⺠を多くする。 桜沢 男性 
店を作って働き手を呼び込めば、若い人が増えて活気が出てくると思う。 折原 ⼥性 
働きやすい環境づくり。 折原 ⼥性 

 

基本⽬標３ 支えあいとふれあいのある健康⻑寿のまち 

基本⽅針（1）健康づくりの推進 地区 性別 
耳鼻科 鉢形 ⼥性 
基本⽅針（2）いきいきと暮らせる環境づくり 地区 性別 
高齢者を⼤切に、のびのび⽣活できる環境。 用土 男性 
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基本⽅針（3）支えあう地域づくり 地区 性別 
寄居町に住んでいる人が、全員あいさつができるようにする。 市街地 ⼥性 
地域で助け合いをする。 市街地 ⼥性 
みんなが助け合う。 桜沢 男性 
・地域の祭をもっと増やす。 
・地域の人との交流をもっと増やす。 男衾 男性 

子どもや高齢者が住みやすくなるように。 男衾 ⼥性 
⼩中学⽣と地域の⽅との交流を増やし、⾏事や文化を知る。 男衾 ⼥性 
奉仕作業やあいさつ、祭りなど町⺠みんなで参加できるイベントを増やす。 男衾 ⼥性 
お年寄りが多いので、デイサービスや⽼人ホーム、介護施設などをもっと充実させ
る。それにより、若い世代の負担を少しでも減らせ、高齢者にとっても安⼼なまち
になると思う。 

用土 ⼥性 

 

基本⽬標４ 安全で環境への配慮と利便性を備えたコンパクトなまち 

基本⽅針（1）人にやさしいまちづくり 地区 性別 
中高⽣が遊べる場所を作ってほしい。 市街地 男性 
周囲からよく⾒える、安全で⼤きい公園をつくってほしい。 市街地 ⼥性 
中学、高校⽣が話し合いをしながら勉強できる場所 市街地 ⼥性 
公共施設を増やしてほしい。 ⻄部 ⼥性 
遊べる所、楽しい場所などをたくさん作る、危険な場所を減らす、魅⼒のある町作
り 桜沢 男性 
・空調のついた体育館 
・⼤きい公園が欲しい 桜沢 ⼥性 

川や山で危険なところを規制をかけて、安全に遊べるようにしてほしいです。 桜沢 ⼥性 
⼤きい公園 桜沢 ⼥性 
みんなで遊べる屋内施設がほしい。 折原 男性 
空き家があったら改装し、移住者にお得に売る。 折原 男性 
県庁 折原 男性 
公園ほしい。 折原 ⼥性 
寄居町から蔵の町、川越や成田空港へ直通出来る高速バスを運⾏してほしい。 鉢形 男性 
アスレチック場 鉢形 ⼥性 
公園をもっとキレイにして、子供が安全に遊べて、親も安⼼して来れる公園をつく
る。 鉢形 ⼥性 
鉢形のあまがすはら公園の、古くなって文字が⾒えなくなったから新しくしてほし
い。 鉢形 ⼥性 
どもが遊べるところが少ないから、多くしてほしい。 
図書館を増やしてほしい。 男衾 男性 

トレーニングジム 男衾 男性 
交通の便をよくする。 男衾 男性 
公園がほしいです。 男衾 男性 
中学⽣が「職場体験」として、市街地で使われていない、空き店舗を使って、寄居
町のお土産を売り、その資⾦を町の復興に使う。 男衾 男性 

東上線で直接、熊谷に⾏ける町。秩⽗線をパスモ使える。 男衾 男性 
迷惑のかからない⼤きい公園。 男衾 男性 
遊ぶ場がない。 男衾 男性 
・深谷駅、籠原駅に直接⾏ける路線をつくってほしい。 
・秩⽗鉄道で IC カードが使えるようにしてほしい。 
・公園を各地域につくってほしい。（すべり台、ブランコなど遊具もしっかりある公

園） 

男衾 ⼥性 
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・男衾から高崎線を開通する。 
・公園を男衾につくる。 男衾 ⼥性 

お年寄りが使えるバスなどがあっても良いと思う。 男衾 ⼥性 
お年寄りが多いため、交通整備を細かいところまで整える。 男衾 ⼥性 
マンション 男衾 ⼥性 
もったいない広い土地や空き家が多く、荒地ももっと活用して、買い物がしやすい、
すぐ手に⼊る店を展開。南寄居駅を南男衾駅にした⽅がいい。 男衾 ⼥性 

交通の便を良くしてほしい。 
学⽣が通いやすい町になってほしい。 男衾 ⼥性 

公園がたくさんできるようにしてほしい!! 男衾 ⼥性 
公園など子供が安⼼して遊べる場所を作る。 男衾 ⼥性 
公園を増やす。 男衾 ⼥性 
住める所を多くつくる（マンションなど） 男衾 ⼥性 
遊ぶ場所を増やす。 男衾 ⼥性 
スケボーができる公園がほしい。 用土 男性 
プール 用土 男性 
芝⽣のあるラグビーが思いっきりできる公園がほしい。 用土 男性 
釣り禁止の池が多いのはどうしてですか︖釣り禁止の池を減らしてほしいです。お
願いします。 用土 男性 

もう少し、中学、高校⽣が遊べるような場所がほしい。 用土 ⼥性 
地形がよくないと思います。⼤規模な工事でデルタ地形にし、北東からやませが吹
くが、冷害がなく、住みやすくて、何でも果物が作れ、地産地消ができる最高の町
にしたい。また、町で国内総⽣産（GDP）を上げるのに貢献し、世界からも注⽬さ
れる町にしたい。 

用土 その他 

基本⽅針（2）環境にやさしいまちづくり 地区 性別 
清掃活動を重視して、町で⾏ってほしい。 ⻄部 ⼥性 
きれいにする。 桜沢 男性 

ポイ捨てがない町 桜沢 男性 

野良猫などを保護してほしい。 桜沢 ⼥性 

道路にゴミがおちているから、ゴミを拾う。 折原 ⼥性 

水道水をおいしくする。 鉢形 ⼥性 

ゴミが少ないキレイな町。 男衾 男性 

きれいな町にしてほしい。 男衾 ⼥性 

もっと、ゴミのポイ捨てを考える。 男衾 ⼥性 

私は学校⾏事や地域⾏事として、川のゴミ拾いをしたほうが良いと思います。私が
この間、川に⾏った時、ポイ捨てされているゴミが多かったです。もし、そのゴミ
が川に流れてしまったら、袋の有料化の意味がなくなってしまうと思います。 

男衾 ⼥性 

町⺠みんなが参加できるごみ拾いなどの、ボランティア活動を取り⼊れてほしい。 男衾 ⼥性 

緑は多いけど、町に華やかさがないから、⾊とりどりの花、植物を植えたい︕ 男衾 ⼥性 

環境汚染が進んでいるので、環境に優しい発電（風⼒発電）などを、つければもっ
とエコな町になると思います。 用土 男性 

私はンゲルルムッド（パラオの⾸都）に⾶び⽴ち、地球温暖化を止めたい。 用土 その他 

基本⽅針（3）安⼼して暮らせるまちづくり 地区 性別 
街灯がすくない（ない）所には、明るくなるように街灯を増やしてほしい。 市街地 ⼥性 
商店街だけでなく、裏道や通学路の街灯を増やす。 ⻄部 ⼥性 
街灯を増やして欲しい。塾の帰り道などで、先が⾒づらい。 桜沢 男性 
⼩さな道（国道、県道以外）でも、街灯をつけてほしい。※寄居中の周りが夜暗い
ので。 桜沢 男性 

夜暗いから、街灯を増やしてほしい。 折原 男性 
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外灯を増やしてほしいです。 
スピードを出しすぎの⾞があります。とても怖いです。 折原 ⼥性 

街灯を増やす。 鉢形 男性 
どの世代の人も安⼼、安全な⽣活がおくれるようにしてほしい。 男衾 男性 
安⼼してくらせるように、外灯をつける。 男衾 ⼥性 
外灯が少なすぎて、下校時が危険。 男衾 ⼥性 
外灯を増やす。 男衾 ⼥性 
外灯を増やす。 男衾 ⼥性 
不審者対策。 男衾 ⼥性 
夜が暗いので、電灯や明りを付けてほしい。 男衾 ⼥性 
街灯が少ない。 用土 男性 
事故がない町。 用土 男性 
事故を少なく。 無回答 男性 
基本⽅針（4）社会基盤の維持管理・充実 地区 性別 
道がでこぼこな所が多いので直してほしい。 ⻄部 男性 

●●●の家の近く、橋が滑りやすい。  （※●●●は個人名が記載されている） 折原 男性 

⾛りにくい道路の整備 折原 男性 

交差道路での事故がとてつもなく多く、橋などにも事故がありますので、看板など
の警備体制をつけた⽅が良い。 

男衾 男性 

道の整備 男衾 男性 

道の整備をしたほうがいい。 男衾 男性 

交通の所をもっと安全に。 男衾 ⼥性 

砂利道をなくす。 男衾 ⼥性 

道キレイにしてほしいな。 無回答 男性 

道場が悪いところはすぐに⾒つけ直す。 無回答 男性 

 

基本⽬標５ 悠久の歴史とさわやかな⾃然の中で豊かさを感じられるまち 

基本⽅針（1）歴史の継承、文化の振興 地区 性別 
何か⽬⽴つ⾏事をやる。 市街地 ⼥性 
「水天宮」や「北條祭り」だけでなく、「⽇本水」「鉢形城跡」なども多くの人に知
られるようにすれば、多くの人が寄居町に来てくれると思う。 桜沢 ⼥性 

寄居駅で鉄道のイベントをしてほしい︕ 鉢形 男性 
伝統や歴史、⾃然がもう少し発展などをしてほしい。 
鉢形城をまた建ててほしい。 男衾 男性 

にぎわいのあるお祭り 男衾 ⼥性 
イベントを増やして、活気あふれたまちにする。 用土 ⼥性 
寄居町の歴史（鉢形城など）をもっと PR すべきだと思う。 用土 ⼥性 
人口が減少する中で、イベントも少なくなってきているから、高齢者も散歩するだ
けになってしまっているので、もっとイベントを増やしたり、市街地だけでなく、
ちょっとした山も活用して、スタンプラリーをするのもいいと思う。他にも、散歩
した時にルート中に少し楽しめたり、やすらぎを求めて⾏けるような場所が欲しい。 

用土 ⼥性 

基本⽅針（2）⾃然資源の保全・継承 地区 性別 
⾃然を⼤切にする町 桜沢 男性 

⾃然を⼤切にする。 鉢形 男性 

⾃然を⼤切にする。 鉢形 男性 

沢山ある⾃然を活かす。 鉢形 ⼥性 
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海のような所がほしい。 男衾 男性 

⾃然はこのまま残してほしい。 男衾 ⼥性 

 

その他 

その他（要望・感想） 地区 性別 
少子高齢化が進まないような良い案を下さい。 

限界集落はダメです。 
市街地 男性 

住んでいる人の意⾒を取り⼊れる。 市街地 ⼥性 

住んでいる人の意⾒を取り⼊れる。 市街地 無回答 

みんながより良く暮らせる町 桜沢 男性 

工場を作るなー。 桜沢 男性 

この町の中⼼に⽬安箱を設置して、多くの人、幅広い世代の人からの意⾒を取り⼊
れられるようにし、みんながよりよい⽣活を⽬指す。 

桜沢 ⼥性 

提案ではないが、当たり前のことをまず疑って考えてもらいたいと思います。 鉢形 男性 

今も良いところがたくさんあります。 

良いところをもっと増やせるように、頑張って下さい。 
男衾 ⼥性 

誰でも不⾃由のない暮らしができるよう、便利なものを設置する。 男衾 ⼥性 

こういうアンケートがあることがいいと思う。 用土 ⼥性 
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（2）アンケート調査票 
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